
 

 

平成３０年５月３０日 

 

株式会社ＴＳＵＴＡＹＡに対する景品表示法に基づく措置命令について 

 

消費者庁は、本日、株式会社ＴＳＵＴＡＹＡに対し、同社が供給する動画配信サービ

スに係る表示及び光回線インターネット接続サービスに係る表示について、それぞれ、

景品表示法に違反する行為（同法第５条第１号（優良誤認）及び同条第２号（有利誤認）

に該当）が認められたことから、同法第７条第１項の規定に基づき、それぞれ、措置命

令（別添１及び別添２参照）を行いました。 

 

第１ 違反行為者の概要 

名 称 株式会社ＴＳＵＴＡＹＡ（法人番号 5011001103059） 

所 在 地 東京都渋谷区南平台町１６番１７号 

代 表 者 代表取締役 中西 一雄 

設立年月 平成２６年１２月 

資 本 金 １０００万円（平成３０年５月現在） 

 

第２ 措置命令の概要 

１ 動画配信サービス 

(1) 対象役務 

ア 「ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶ」と称するインターネットを介して動画を配信するサ

ービスのうち「動画見放題」と称するプラン（以下「動画見放題プラン」という。） 

イ 「動画見放題＆定額レンタル８」と称する動画見放題プランとＤＶＤ及びブル

ーレイディスク（以下「ＤＶＤ等」という。）並びにＣＤをインターネットで予約

し宅配によりレンタルできるサービスを一体的に供給するサービス（以下「動画

見放題＆定額レンタル８」という。） 

ウ 「ＴＳＵＴＡＹＡ 光」と称する動画見放題プランと光回線インターネット接

続サービスを一体的に供給するサービス（以下「ＴＳＵＴＡＹＡ 光」という。） 

エ 「ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアム」と称する動画見放題プランのうち「動画ポイ

ント」と称するポイント（以下「動画ポイント」という。）の提供を除いたサービ

スと店舗においてＤＶＤ等をレンタルできるサービスを一体的に供給するサービ

ス（以下「ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアム」という。） 

 

(2) 対象表示 

ア 表示の概要 

(ｱ) 表示媒体 

ａ 動画見放題プラン 
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自社ウェブサイト 

ｂ 動画見放題＆定額レンタル８ 

自社ウェブサイト 

ｃ ＴＳＵＴＡＹＡ 光 

自社ウェブサイト 

ｄ ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアム 

(a) 自社ウェブサイト 

(b) ＹｏｕＴｕｂｅの自社公式チャンネル 

(c) テレビコマーシャル 

(ｲ) 表示期間 

ａ 動画見放題プラン 

遅くとも平成２８年４月１日から平成３０年１月１０日までの間 

ｂ 動画見放題＆定額レンタル８ 

遅くとも平成２８年４月１日から平成３０年１月１４日までの間 

ｃ ＴＳＵＴＡＹＡ 光 

遅くとも平成２８年４月１日から平成３０年５月１５日までの間 

ｄ ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアム 

(a) 自社ウェブサイト 

平成２９年１０月２日から平成３０年１月１１日までの間 

(b) ＹｏｕＴｕｂｅの自社公式チャンネル 

ⅰ 平成２９年１０月２日から平成３０年４月１５日までの間 

ⅱ 平成３０年４月１６日から同年５月１４日までの間 

(c) テレビコマーシャル 

ⅰ 平成２９年１０月４日から平成３０年３月２８日までの間 

ⅱ 平成２９年１２月８日から同月２４日までの間 

  (ｳ) 表示内容（表示例：別紙） 

ａ 動画見放題プラン 

「動画見放題 月額９３３円（税抜） ３０日間無料お試し」と記載し、

その背景に３０本の動画の画像を掲載し、「人気ランキング」及び「近日リ

リース」として、それぞれ１０本の動画の画像を掲載することにより、あた

かも、動画見放題プランを契約すれば、「動画見放題」との記載の背景に掲載

された動画や、「人気ランキング」及び「近日リリース」として掲載される人

気の動画や「新作」と称するリリースカテゴリの動画など、ＴＳＵＴＡＹＡ 

ＴＶにおいて配信する動画が見放題となるかのように示す表示をしていた。 

ｂ 動画見放題＆定額レンタル８ 

「人気の動画が見放題！ ＣＤやＤＶＤが借り放題！」と記載し、「サー

ビスプランについて ＴＳＵＴＡＹＡの全作品をご自宅で自由に楽しめる、

３つのプランをご用意しました。」、「動画見放題 見放題！ オンライン
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動画配信 月額９３３円（税抜）」、「定額レンタル８ 借り放題！ ＣＤ

／ＤＶＤの宅配レンタル 月額１，８６５円（税抜） ※９枚目以降は旧作

のみ対象となります。」及び「動画見放題＆定額レンタル８ 見放題＆借り

放題！ ２つでお得！ 月額２，４１７円（税抜）」と記載するとともに、

「オンライン動画配信サービス 月額９３３円。ＴＳＵＴＡＹＡのほぼ全て

の動画をオンラインで見ることができるサービスです。」、「取扱いタイトル数 

業界最大級８５，０００本以上」、「ＴＳＵＴＡＹＡのほぼ全作品を自宅で楽

しめる！」、「洋画 ４，０００本以上」、「アジア １２，０００本以上」、「国

内ＴＶ ８，０００本以上」、「海外ＴＶ １２，０００本以上」、「邦画 ３，

５００本以上」、「アニメ ４０，０００本以上」及び「その他 ２２，００

０本以上」と記載することにより、あたかも、動画見放題＆定額レンタル８

を契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する全て又はほぼ全ての

動画が、条件なく見放題となるかのように示す表示をしていた。 

ｃ ＴＳＵＴＡＹＡ 光 

「毎月タダで映画が観られる光。ＴＳＵＴＡＹＡ 光」と記載し、「毎月

無料で映画やドラマが見放題！」、「特長１ 映画が毎月無料！」、「動画

配信プランが毎月見放題」及び「海外ＴＶドラマ 国内ＴＶドラマ 邦画 

洋画 など、毎月無料で楽しめる！」と記載することにより、あたかも、Ｔ

ＳＵＡＴＡＹＡ 光を契約すれば、映画やドラマの動画など、ＴＳＵＴＡＹ

Ａ ＴＶにおいて配信する動画が見放題となるかのように示す表示をしてい

た。 

ｄ ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアム 

(a) 自社ウェブサイト 

「お店で旧作ＤＶＤ借り放題！＋ネットで動画配信見放題！ 月額１，

０００円（税抜）～」と記載することにより、あたかも、ＴＳＵＴＡＹＡ 

プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、

条件なく見放題となるかのように示す表示をしていた。 

(b) 動画広告 

ⅰ 「ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアム」、「旧作ＤＶＤ借りたい放題」、「動

画配信も」及び「見たい放題」との文字及び音声を配信又は放送するこ

とにより、あたかも、ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳ

ＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、条件なく見放題となるかの

ように示す表示をしていた。 

ⅱ 「ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアム」との文字及び「新しい映画生活 Ｔ

ＳＵＴＡＹＡ プレミアムだぞう」との音声、「お店で旧作ＤＶＤ借り

放題」との文字及び「なんと旧作が借り放題」との音声並びに「ＴＳＵ

ＴＡＹＡの動画配信見放題」との文字及び「ＴＳＵＴＡＹＡの動画配信

が見放題」との音声を放送することにより、あたかも、ＴＳＵＴＡＹＡ 
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プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画

が、条件なく見放題となるかのように示す表示をしていた。 

ⅲ 「ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアム」との文字及び音声、「旧作ＤＶＤ 借

り放題」との文字及び「旧作借り放題」との音声並びに「動画配信 見

放題」との文字及び音声を配信することにより、あたかも、ＴＳＵＴＡ

ＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信す

る動画が、条件なく見放題となるかのように示す表示をしていた。 

 

イ 実際 

(ｱ) 動画見放題プラン 

動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動

画の１２パーセントないし２６パーセント程度であって、特に、「新作」及び

「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵＴＡＹＡ Ｔ

Ｖにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動画の割合が１パー

セントないし９パーセント程度であった。また、「動画見放題」との記載の背景

に掲載した動画の過半は動画見放題プランの対象動画ではなく、「人気ランキ

ング」として掲載した全ての動画も動画見放題プランの対象動画ではなく、「近

日リリース」として掲載した動画を配信する際も大部分が動画見放題プランの

対象動画ではなかった。さらに、提供される動画ポイントによって追加で視聴

できるのは例えば「新作」と称するリリースカテゴリの動画であれば２本程度

であり、動画見放題プランを契約すれば、「動画見放題」との記載の背景に掲

載された動画や、「人気ランキング」及び「近日リリース」として掲載される

人気の動画や「新作」と称するリリースカテゴリの動画など、ＴＳＵＴＡＹＡ 

ＴＶにおいて配信する動画が見放題となるものではなかった。 

(ｲ) 動画見放題＆定額レンタル８ 

動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動

画の１２パーセントないし２６パーセント程度であって、特に、「新作」及び

「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵＴＡＹＡ Ｔ

Ｖにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動画の割合が１パー

セントないし９パーセント程度であった。また、提供される動画ポイントによ

って追加で視聴できるのは例えば「新作」と称するリリースカテゴリの動画で

あれば２本程度であり、動画見放題＆定額レンタル８を契約すれば、ＴＳＵＴ

ＡＹＡ ＴＶにおいて配信する全て又はほぼ全ての動画が、条件なく見放題と

なるものではなかった。 

(ｳ) ＴＳＵＴＡＹＡ 光 

動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動

画の１２パーセントないし２７パーセント程度であって、特に、「新作」及び

「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵＴＡＹＡ Ｔ
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Ｖにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動画の割合が１パー

セントないし９パーセント程度であった。また、「洋画」及び「邦画」と称す

るジャンル（以下これらを併せて「映画」という。）の動画並びに「海外ＴＶ

ドラマ」及び「アジアＴＶドラマ」と称するジャンル（以下これらを併せて「ド

ラマ」という。）の動画についても、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する

動画に占める動画見放題プランの対象動画の割合は１２パーセントないし２５

パーセント程度であった。さらに、提供される動画ポイントによって追加で視

聴できるのは例えば「新作」と称するリリースカテゴリの動画であれば２本程

度であり、ＴＳＵＴＡＹＡ 光を契約すれば、映画やドラマの動画など、ＴＳ

ＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が見放題となるものではなかった。 

(ｴ) ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアム 

ａ 自社ウェブサイト 

動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する

動画の２３パーセントないし２６パーセント程度であって、特に、「新作」

及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵＴＡＹ

Ａ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動画の割合

が３パーセントないし９パーセント程度であり、ＴＳＵＴＡＹＡ プレミア

ムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、条件なく

見放題となるものではなかった。 

ｂ 動画広告 

(a) 動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信す

る動画の２３パーセントないし２７パーセント程度であって、特に、「新

作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵ

ＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動

画の割合が３パーセントないし９パーセント程度であり、ＴＳＵＴＡＹＡ 

プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、

条件なく見放題となるものではなかった。 

(b) 動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信す

る動画の２５パーセントないし２６パーセント程度であって、特に、「新

作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵ

ＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動

画の割合が５パーセントないし９パーセント程度であり、ＴＳＵＴＡＹＡ 

プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、

条件なく見放題となるものではなかった。 

(c) 動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信す

る動画の２７パーセント程度であって、特に、「新作」及び「準新作」と

称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおい

て配信する動画に占める動画見放題プランの対象動画の割合が８パーセン
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ト程度であり、ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹ

Ａ ＴＶにおいて配信する動画が、条件なく見放題となるものではなかっ

た。 

 

ウ 打消し表示 

(ｱ) 動画見放題プラン 

前記ア(ｳ)ａの表示を記載したウェブページと同一のウェブページの下部に

記載した「よくある質問」に、「▼動画見放題は新作も観られますか？」と記載

し、当該記載をクリックすると、「実質０円で話題の最新作を観れるのはＴＳＵ

ＴＡＹＡ ＴＶだけです。 ※実質０円とは月額９３３円に毎月１０８０円分

のポイントがついて５４０円の『新作』でも２本ご覧いただけます。」との記載

が表示され、「▼ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶの動画配信とは？」と記載し、当該記載

をクリックすると、「ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶの動画配信は、インターネットに接

続したテレビ、パソコン、タブレット、スマートフォンから、好きな映画やア

ニメなど広いジャンルの映像をどこででもお楽しみいただける動画配信サービ

スです。 オススメの『動画見放題』プランなら、月額わずか９３３円（税抜）

で、動画見放題（＊） さらに、毎月１０８０円分の動画ポイントつき！ ま

ずは、いますぐ３０日間の無料お試しをお楽しみください。 （＊） 動画見

放題プランは『動画見放題』対象の作品から、どれだけ観ても毎月定額でお楽

しみいただけます。 毎月、動画見放題プランの更新日に１０８０円分のポイ

ントがつき、『新作』も含めお好きな作品をご覧いただけます。」との記載が表

示されるようにしていたが、これらの記載は「見放題」との記載とは離れた箇

所に小さな文字で記載されているものであり、回答に係る記載は質問に係る記

載をそれぞれクリックしなければ表示されないものであることから、一般消費

者が前記ア(ｳ)ａの表示から受ける当該役務の内容に関する認識を打ち消すも

のではない。 

(ｲ) 動画見放題＆定額レンタル８ 

前記ア(ｳ)ｂの表示を記載したウェブページと同一のウェブページに、「※新

作なども毎月付与される配信ポイント（１０８０ｐｔ）を利用して見ることが

可能です。」と記載していたが、当該記載内容から動画見放題プランの対象動画

に「新作」と称するリリースカテゴリの動画などが含まれないと認識するのは

困難であることから、一般消費者が前記ア(ｳ)ｂの表示から受ける当該役務の内

容に関する認識を打ち消すものではない。 

(ｳ) ＴＳＵＴＡＹＡ 光 

前記ア(ｳ)ｃの表示を記載したウェブページと同一のウェブページに 

ａ 遅くとも平成２８年４月１日から平成３０年１月２５日までの間、「特長１

 動画の見放題が毎月無料でついてくる！」、「海ドラや過去の名作など、毎

月見放題で観られる月額動画プラン」、「海外ＴＶドラマ 国内ＴＶドラマ 
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アジアＴＶドラマ 洋画 邦画」及び「対象作品を見る」と記載し「対象作

品を見る」との記載にハイパーリンクを設定し、「期間限定キャンペーン ハ

リウッド最新作などが観られる 毎月１，０８０円相当の配信ポイントプレ

ゼント」及び「話題の作品を見る」と記載し「話題の作品を見る」との記載

にハイパーリンクを設定していたが、これらの記載は「毎月無料で映画やド

ラマが見放題！」との記載とは離れた箇所に記載されているものであること、

また、「対象作品を見る」及び「話題の作品を見る」とのハイパーリンクをク

リックして表示されるのは多数の動画の画像等が掲載されたウェブページで

あることから 

ｂ 平成３０年１月２６日から同年５月１５日までの間、「特長１ 動画の見放

題が毎月無料でついてくる！」、「新作・準新作などを除く動画見放題対象作

品約８，０００タイトルの中から海ドラや過去の名作など、毎月見放題で観

られる月額動画プラン」、「海外ＴＶドラマ 国内ＴＶドラマ アジアＴＶド

ラマ 洋画 邦画」及び「対象作品を見る」と記載し「対象作品を見る」と

の記載にハイパーリンクを設定し、「ハリウッド最新作などが観られる 毎月

１，０８０円相当の配信ポイントついてくる」及び「話題の作品を見る」と

記載し「話題の作品を見る」との記載にハイパーリンクを設定しているが、

これらの記載は「毎月無料で映画やドラマが見放題！」との記載とは離れた

箇所に記載されているものであること、また、「対象作品を見る」及び「話題

の作品を見る」とのハイパーリンクをクリックして表示されるのは多数の動

画の画像等が掲載されたウェブページであることから 

一般消費者が前記ア(ｳ)ｃの表示から受ける当該役務の内容に関する認識を打

ち消すものではない。 

(ｴ) ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアム 

ａ 自社ウェブサイト 

前記ア(ｳ)ｄ(a)の表示を記載したウェブページと同一のウェブページに、

「『貸出中』がない」及び「ネット配信だから『貸出中だった・・・』があり

ません。対象作品一覧はこちら」と記載し、「対象作品一覧はこちら」との記

載に「動画見放題」との文字で絞り込み検索が行われた多数の動画の画像等

が掲載されたウェブページへのハイパーリンクを設定していたが、当該記載

は「見放題」との記載とは離れた箇所に「見放題」との文字と比較して小さ

な文字で記載されているものであること、また、「対象作品一覧はこちら」と

のハイパーリンクをクリックして表示されるのは多数の動画の画像等が掲載

されたウェブページであることから、一般消費者が前記ア(ｳ)ｄ(a)の表示か

ら受ける当該役務の内容に関する認識を打ち消すものではない。 

ｂ 動画広告 

(a) 前記ア(ｳ)ｄ(b)ⅰの表示のうち、「動画配信も」及び「見たい放題」と

の文字及び音声を配信又は放送した画面と同一の画面の下部において、「※
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ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶの『動画見放題』作品が対象となります。」との文字

を配信又は放送していたが、当該表示は小さな文字でのみ配信又は放送し

ているものであり、表示時間も短いものであることから、一般消費者が前

記ア(ｳ)ｄ(b)ⅰの表示から受ける当該役務の内容に関する認識を打ち消す

ものではない。 

(b) 前記ア(ｳ)ｄ(b)ⅱの表示のうち、「ＴＳＵＴＡＹＡの動画配信見放題」

との文字及び「ＴＳＵＴＡＹＡの動画配信が見放題」との音声を放送した

画面と同一の画面の下部において、「※ＴＳＵＴＡＹＡ動画配信サービス

の『動画見放題』作品が対象です。」との文字を放送していたが、当該表示

は小さな文字でのみ放送しているものであり、表示時間も短いものである

ことから、一般消費者が前記ア(ｳ)ｄ(b)ⅱの表示から受ける当該役務の内

容に関する認識を打ち消すものではない。 

(c) 前記ア(ｳ)ｄ(b)ⅲの表示のうち、「動画配信 見放題」との文字及び音

声を配信した画面と同一の画面において、「新作・準新作などを除く 動

画見放題対象作品 約８０００タイトルの中から」との文字を配信してい

るが、当該表示は小さな文字でのみ配信しているものであり、表示時間も

短いものであることから、一般消費者が前記ア(ｳ)ｄ(b)ⅲの表示から受け

る当該役務の内容に関する認識を打ち消すものではない。 

 

(3) 命令の概要 

ア 前記(2)アの表示は、それぞれ、前記(2)イのとおりであって、対象役務の内容

について、それぞれ、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると

示すものであり、景品表示法に違反するものである旨を一般消費者に周知徹底す

ること。 

イ 再発防止策を講じて、これを役員及び従業員に周知徹底すること。 

ウ 今後、同様の表示を行わないこと。 

 

２ 光回線インターネット接続サービス 

(1) 対象役務 

「ＴＳＵＴＡＹＡ 光」と称する光回線インターネット接続サービスのうち「さ

んねん割」と称する３年間を契約期間とすることにより３年間にわたり毎月月額料

金を割引するプラン 

 

(2) 対象表示 

ア 表示の概要 

(ｱ) 表示媒体 

自社ウェブサイト 

(ｲ) 表示期間 

平成２７年２月１２日頃から平成２９年１１月１１日頃までの間 

(ｳ) 表示内容 

例えば、「今なら『さんねん割』でずーっとお得！」と記載し、「価格」とし
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て、「■戸建て」、「プラン ギガ」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －

７００円」、「販売価格 ４，５００円」等と記載するとともに、「『さんねん割』

キャンペーン」として、「３年契約で料金がずーっとお得！」、「割引価格 戸建

てタイプ：７００円／月マンションタイプ：３００円／月」、「キャンペーン受

付期間 ２０１５年２月１２日～２０１７年３月３１日」と記載するなど、別

表「表示内容」欄記載のとおり記載することにより、あたかも、それぞれ、同

欄記載のキャンペーン受付期限までに対象役務の提供を申し込んだ場合に限り、

３年間にわたり、毎月、「戸建て」と称するタイプ（以下「戸建てタイプ」とい

う。）にあっては月額７００円、「マンション」と称するタイプ（以下「マンシ

ョンタイプ」という。）にあっては月額３００円の割引が適用されるかのように

表示していた。 

 

イ 実際 

それぞれ、別表「表示内容」欄記載のキャンペーン受付期限後に対象役務の提

供を申し込んだ場合にも、３年間にわたり、毎月、戸建てタイプにあっては月額

７００円、マンションタイプにあっては月額３００円の割引が適用されるもので

あった。 

 

(3) 命令の概要 

ア 前記(2)アの表示は、前記(2)イのとおりであって、それぞれ、対象役務の取引

条件について、実際のものよりも取引の相手方に著しく有利であると一般消費者

に誤認される表示であり、景品表示法に違反するものである旨を一般消費者に周

知徹底すること。 

イ 再発防止策を講じて、これを役員及び従業員に周知徹底すること。 

ウ 今後、同様の表示を行わないこと。 

 

 

【本件に対する問合せ先】 

消費者庁表示対策課 

電  話：０３（３５０７）９２３３ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.caa.go.jp/ 
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表示内容 

・「今なら『さんねん割』でずーっとお得！」 

・「価格」 

・「■戸建て」、「プラン ギガ」、「定価 ￥５，２００」、「さんねん割 ￥－７００」、「販売価格 ￥４，

５００」、「プラン ハイスピード」、「定価 ￥５，２００」、「さんねん割 ￥－７００」、「販売価格

￥４，５００」、「プラン ノーマル」、「定価 ￥５，２００」、「さんねん割 ￥－７００」、「販売価

格 ￥４，５００」 

・「■マンション」、「プラン ギガ ミニ」、「定価 ￥４，０５０」、「さんねん割 ￥－３００」、「販

売価格 ￥３，７５０」、「プラン ギガ プラン１」、「定価 ￥３，４５０」、「さんねん割 ￥－３

００」、「販売価格 ￥３，１５０」、「プラン ギガ プラン２」、「定価 ￥３，３００」、「さんねん

割 ￥－３００」、「販売価格 ￥３，０００」、「プラン ハイスピード ミニ」、「定価 ￥４，０５

０」、「さんねん割 ￥－３００」、「販売価格 ￥３，７５０」、「プラン ハイスピード プラン１」、

「定価 ￥３，４５０」、「さんねん割 ￥－３００」、「販売価格 ￥３，１５０」、「プラン ハイス

ピード プラン２」、「定価 ￥３，３００」、「さんねん割 ￥－３００」、「販売価格 ￥３，０００」、

「プラン ノーマル ミニ」、「定価 ￥４，０５０」、「さんねん割 ￥－３００」、「販売価格 ￥３，

７５０」、「プラン ノーマル プラン１」、「定価 ￥３，４５０」、「さんねん割 ￥－３００」、「販

売価格 ￥３，１５０」、「プラン ノーマル プラン２」、「定価 ￥３，３００」、「さんねん割 ￥－

３００」、「販売価格 ３，０００円」 

・「『さんねん割』キャンペーン」 

・「３年契約で料金がずーっとお得！」 

・「割引価格 戸建てタイプ：７００円／月マンションタイプ：３００円／月」 

・「キャンペーン受付期間 ２０１５年２月１２日～２０１５年４月３０日」 

・「今なら『さんねん割』でずーっとお得！」 

・「価格」 

・「■戸建て」、「プラン ギガ」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販売価格 ４，

５００円」、「プラン ハイスピード」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販売価

格 ４，５００円」、「プラン ノーマル」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販

売価格 ４，５００円」 

・「■マンション」、「プラン ギガ ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販

売価格 ３，７５０円」、「プラン ギガ プラン１」、「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３０

０円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ギガ プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん

割 －３００円」、「販売価格 ３，０００円」、「プラン ハイスピード ミニ」、「定価 ４，０５０

円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ハイスピード プラン１」、

「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ハイス

ピード プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，０００円」、

「プラン ノーマル ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，

７５０円」、「プラン ノーマル プラン１」、「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、

「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ノーマル プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割

－３００円」、「販売価格 ３，０００円」 

・「『さんねん割』キャンペーン」 

・「３年契約で料金がずーっとお得！」 

・「割引価格 戸建てタイプ：７００円／月マンションタイプ：３００円／月」 

・「キャンペーン受付期間 ２０１５年２月１２日～２０１５年９月３０日」 

・「今なら『さんねん割』でずーっとお得！」 

・「価格」 

・「■戸建て」、「プラン ギガ」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販売価格 ４，

５００円」、「プラン ハイスピード」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販売価

格 ４，５００円」、「プラン ノーマル」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販

別表 
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売価格 ４，５００円」 

・「■マンション」、「プラン ギガ ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販

売価格 ３，７５０円」、「プラン ギガ プラン１」、「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３０

０円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ギガ プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん

割 －３００円」、「販売価格 ３，０００円」、「プラン ハイスピード ミニ」、「定価 ４，０５０

円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ハイスピード プラン１」、

「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ハイス

ピード プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，０００円」、

「プラン ノーマル ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，

７５０円」、「プラン ノーマル プラン１」、「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、

「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ノーマル プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割

－３００円」、「販売価格 ３，０００円」 

・「『さんねん割』キャンペーン」 

・「３年契約で料金がずーっとお得！」 

・「割引価格 戸建てタイプ：７００円／月マンションタイプ：３００円／月」 

・「キャンペーン受付期間 ２０１５年２月１２日～２０１６年３月３１日」 

・「今なら『さんねん割』でずーっとお得！」 

・「価格」 

・「■戸建て」、「プラン ギガ」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販売価格 ４，

５００円」、「プラン ハイスピード」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販売価

格 ４，５００円」、「プラン ノーマル」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販

売価格 ４，５００円」 

・「■マンション」、「プラン ギガ ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販

売価格 ３，７５０円」、「プラン ギガ プラン１」、「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３０

０円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ギガ プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん

割 －３００円」、「販売価格 ３，０００円」、「プラン ハイスピード ミニ」、「定価 ４，０５０

円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ハイスピード プラン１」、

「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ハイス

ピード プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，０００円」、

「プラン ノーマル ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，

７５０円」、「プラン ノーマル プラン１」、「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、

「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ノーマル プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割

－３００円」、「販売価格 ３，０００円」 

・「『さんねん割』キャンペーン」 

・「３年契約で料金がずーっとお得！」 

・「割引価格 戸建てタイプ：７００円／月マンションタイプ：３００円／月」 

・「キャンペーン受付期間 ２０１５年２月１２日～２０１７年３月３１日」 
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（参考１）

○ 不当景品類及び不当表示防止法（抜粋） 

（昭和三十七年法律第百三十四号） 

 

 （目的） 

第一条 この法律は、商品及び役務の取引に関連する不当な景品類及び表示による顧客の

誘引を防止するため、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれのあ

る行為の制限及び禁止について定めることにより、一般消費者の利益を保護することを

目的とする。 

 

 （不当な表示の禁止） 

第五条 事業者は、自己の供給する商品又は役務の取引について、次の各号のいずれかに

該当する表示をしてはならない。 

一 商品又は役務の品質、規格その他の内容について、一般消費者に対し、実際のもの

よりも著しく優良であると示し、又は事実に相違して当該事業者と同種若しくは類似

の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも著しく優良であると

示す表示であつて、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択

を阻害するおそれがあると認められるもの 

二 商品又は役務の価格その他の取引条件について、実際のもの又は当該事業者と同種

若しくは類似の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも取引の

相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示であつて、不当に顧客を誘

引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認められ

るもの 

三 前二号に掲げるもののほか、商品又は役務の取引に関する事項について一般消費者

に誤認されるおそれがある表示であつて、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自

主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認めて内閣総理大臣が指定するもの 

 

 （措置命令） 

第七条 内閣総理大臣は、第四条の規定による制限若しくは禁止又は第五条の規定に違反

する行為があるときは、当該事業者に対し、その行為の差止め若しくはその行為が再び

行われることを防止するために必要な事項又はこれらの実施に関連する公示その他必要

な事項を命ずることができる。その命令は、当該違反行為が既になくなつている場合に

おいても、次に掲げる者に対し、することができる。 

一 当該違反行為をした事業者 

二 当該違反行為をした事業者が法人である場合において、当該法人が合併により消滅

したときにおける合併後存続し、又は合併により設立された法人 

三 当該違反行為をした事業者が法人である場合において、当該法人から分割により当

該違反行為に係る事業の全部又は一部を承継した法人 

四 当該違反行為をした事業者から当該違反行為に係る事業の全部又は一部を譲り受け

た事業者 

２ （省略） 
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 （報告の徴収及び立入検査等）  

第二十九条 内閣総理大臣は、第七条第一項の規定による命令、課徴金納付命令又は前条

第一項の規定による勧告を行うため必要があると認めるときは、当該事業者若しくはそ

の者とその事業に関して関係のある事業者に対し、その業務若しくは財産に関して報告

をさせ、若しくは帳簿書類その他の物件の提出を命じ、又はその職員に、当該事業者若

しくはその者とその事業に関して関係のある事業者の事務所、事業所その他その事業を

行う場所に立ち入り、帳簿書類その他の物件を検査させ、若しくは関係者に質問させる

ことができる。  

２～３ （省略） 

 

 （権限の委任等） 

第三十三条 内閣総理大臣は、この法律による権限（政令で定めるものを除く。）を消費

者庁長官に委任する。 

２～１１ （省略） 

 

 

 

○ 不当景品類及び不当表示防止法施行令（抜粋） 
（平成二十一年政令第二百十八号） 

 

 （消費者庁長官に委任されない権限）  

第十四条 法第三十三条第一項の政令で定める権限は、法第二条第三項及び第四項、第三

条第一項（消費者委員会からの意見の聴取に係る部分に限る。）及び第二項、第四条、

第五条第三号、第六条第一項（消費者委員会からの意見の聴取に係る部分に限る。）及

び第二項、第二十六条第二項並びに同条第三項及び第四項（これらの規定を同条第五項

において準用する場合を含む。）の規定による権限とする。 
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景品表示法による表示規制の概要 

  
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考２）

景
品
表
示
法 

第
５
条
（
不
当
な
表
示
の
禁
止
） 

不
当
な
表
示 

○優良誤認表示（５条１号） 

商品・サービスの品質、規格その他の内容についての不当表示 

○有利誤認表示（５条２号） 

商品・サービスの価格その他取引条件についての不当表示 

不実証広告規制（７条２項） 

 消費者庁長官は、措置命令に関し、商品・サービスの内容（効果、

性能）に関する優良誤認表示に該当するか否かを判断する必要がある

場合に、期間を定めて、事業者に表示の裏付けとなる合理的な根拠を

示す資料の提出を求めることができる。 

⇒ 事業者が資料を提出しない場合又は提出された資料が

表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものと認められ

ない場合は、当該表示は不当表示とみなされる。 

①商品・サービスの内容について、一般消費者に対し、実際のもの

よりも著しく優良であると示す表示 

①無果汁の清涼飲料水等についての表示 

②商品の原産国に関する不当な表示 

③消費者信用の融資費用に関する不当な表示 

④不動産のおとり広告に関する表示 

⑤おとり広告に関する表示 

⑥有料老人ホームに関する不当な表示 

①商品・サービスの取引条件について、実際のものよりも取引の相

手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示 

○商品・サービスの取引に関する事項について一般消費者に誤認される

おそれがあると認められ内閣総理大臣が指定する表示（５条３号） 

②商品・サービスの内容について、一般消費者に対し、事実に相違

して競争事業者に係るものよりも著しく優良であると示す表示

②商品・サービスの取引条件について、競争事業者に係るものより

も取引の相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示
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消 表 対 第 ６ ０ ４ 号 

平成３０年５月３０日 

 

株式会社ＴＳＵＴＡＹＡ 

代表取締役 中西 一雄 殿 

 

消費者庁長官 岡村 和美 

（公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶ」と称するインターネットを介して動画

を配信するサービス（以下「ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶ」という。）のうち「動画見放題」と称

するプラン（以下「動画見放題プラン」という。）、「動画見放題＆定額レンタル８」と称

する動画見放題プランとＤＶＤ及びブルーレイディスク（以下「ＤＶＤ等」という。）並び

にＣＤをインターネットで予約し宅配によりレンタルできるサービスを一体的に供給する

サービス（以下「動画見放題＆定額レンタル８」という。）及び「ＴＳＵＴＡＹＡ 光」と

称する動画見放題プランと光回線インターネット接続サービスを一体的に供給するサービ

ス（以下「ＴＳＵＴＡＹＡ 光」という。）、並びに貴社が運営する店舗及び貴社のフラン

チャイズチェーンに加盟する事業者（以下「加盟店」という。）が経営する店舗を通じて供

給する「ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアム」と称する動画見放題プランのうち「動画ポイント」

と称するポイント（以下「動画ポイント」という。）の提供を除いたサービスと当該各店舗

においてＤＶＤ等をレンタルできるサービスを一体的に供給するサービス（以下「ＴＳＵＴ

ＡＹＡ プレミアム」という。）の４役務（以下「本件４役務」という。）の取引について、

それぞれ、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品表示法」

という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を行ってい

たので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

 

１ 命令の内容 

(1) 貴社は、貴社が一般消費者に提供する本件４役務に係る表示に関して、それぞれ、次

に掲げる事項を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の

方法については、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア(ｱ) 貴社は、本件４役務を一般消費者に提供するに当たり、それぞれ 

ａ 動画見放題プランについて、「Ｔ－ＳＩＴＥ」と称する自社ウェブサイト（以

下「本件ウェブサイト」という。）において、遅くとも平成２８年４月１日から

平成３０年１月１０日までの間、「動画見放題 月額９３３円（税抜） ３０日

別添１ 
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間無料お試し」と記載し、その背景に３０本の動画の画像を掲載し、「人気ラン

キング」及び「近日リリース」として、それぞれ１０本の動画の画像を掲載する

ことにより、あたかも、動画見放題プランを契約すれば、「動画見放題」との記

載の背景に掲載された動画や、「人気ランキング」及び「近日リリース」として

掲載される人気の動画や「新作」と称するリリースカテゴリの動画など、ＴＳＵ

ＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が見放題となるかのように示す表示をし

ていたこと。 

ｂ 動画見放題＆定額レンタル８について、本件ウェブサイトにおいて、遅くとも

平成２８年４月１日から平成３０年１月１４日までの間、「人気の動画が見放

題！ ＣＤやＤＶＤが借り放題！」と記載し、「サービスプランについて ＴＳ

ＵＴＡＹＡの全作品をご自宅で自由に楽しめる、３つのプランをご用意しまし

た。」、「動画見放題 見放題！ オンライン動画配信 月額９３３円（税抜）」、

「定額レンタル８ 借り放題！ ＣＤ／ＤＶＤの宅配レンタル 月額１，８６

５円（税抜） ※９枚目以降は旧作のみ対象となります。」及び「動画見放題＆

定額レンタル８ 見放題＆借り放題！ ２つでお得！ 月額２，４１７円（税

抜）」と記載するとともに、「オンライン動画配信サービス 月額９３３円。Ｔ

ＳＵＴＡＹＡのほぼ全ての動画をオンラインで見ることができるサービスで

す。」、「取扱いタイトル数 業界最大級８５，０００本以上」、「ＴＳＵＴＡＹＡ

のほぼ全作品を自宅で楽しめる！」、「洋画 ４，０００本以上」、「アジア １２，

０００本以上」、「国内ＴＶ ８，０００本以上」、「海外ＴＶ １２，０００本以

上」、「邦画 ３，５００本以上」、「アニメ ４０，０００本以上」及び「その他

 ２２，０００本以上」と記載することにより、あたかも、動画見放題＆定額レ

ンタル８を契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する全て又はほぼ

全ての動画が、条件なく見放題となるかのように示す表示をしていたこと。 

ｃ ＴＳＵＴＡＹＡ 光について、本件ウェブサイトにおいて、遅くとも平成２８

年４月１日から平成３０年５月１５日までの間、「毎月タダで映画が観られる光。

ＴＳＵＴＡＹＡ 光」と記載し、「毎月無料で映画やドラマが見放題！」、「特

長１ 映画が毎月無料！」、「動画配信プランが毎月見放題」及び「海外ＴＶド

ラマ 国内ＴＶドラマ 邦画 洋画 など、毎月無料で楽しめる！」と記載す

ることにより、あたかも、ＴＳＵＴＡＹＡ 光を契約すれば、映画やドラマの動

画など、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が見放題となるかのよう

に示す表示をしていたこと。 

ｄ ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムについて 

(a) 本件ウェブサイトにおいて、平成２９年１０月２日から平成３０年１月１

１日までの間、「お店で旧作ＤＶＤ借り放題！＋ネットで動画配信見放題！ 

月額１，０００円（税抜）～」と記載することにより、あたかも、ＴＳＵＴＡ
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ＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動

画が、条件なく見放題となるかのように示す表示をしていたこと。 

(b) 地上波放送のテレビコマーシャルにおいて 

ⅰ 平成２９年１０月４日から平成３０年３月２８日までの間、「ＴＳＵＴＡ

ＹＡ プレミアム」、「旧作ＤＶＤ借りたい放題」、「動画配信も」及び「見

たい放題」との文字及び音声を放送することにより、あたかも、ＴＳＵＴＡ

ＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する

動画が、条件なく見放題となるかのように示す表示をしていたこと。 

ⅱ 平成２９年１２月８日から同月２４日までの間、「ＴＳＵＴＡＹＡ プレ

ミアム」との文字及び「新しい映画生活 ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムだぞ

う」との音声、「お店で旧作ＤＶＤ借り放題」との文字及び「なんと旧作が

借り放題」との音声並びに「ＴＳＵＴＡＹＡの動画配信見放題」との文字及

び「ＴＳＵＴＡＹＡの動画配信が見放題」との音声を放送することにより、

あたかも、ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ Ｔ

Ｖにおいて配信する動画が、条件なく見放題となるかのように示す表示を

していたこと。 

(c) 「ＹｏｕＴｕｂｅ」と称する動画共有サービスにおける「ＴＳＵＴＡＹＡ 

ｃｈａｎｎｅｌ」と称する自社公式チャンネル（以下「本件公式チャンネル」

という。）において 

ⅰ 平成２９年１０月２日から平成３０年４月１５日までの間、「ＴＳＵＴＡ

ＹＡ プレミアム」、「旧作ＤＶＤ借りたい放題」、「動画配信も」及び「見

たい放題」との文字及び音声を配信することにより、あたかも、ＴＳＵＴＡ

ＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する

動画が、条件なく見放題となるかのように示す表示をしていたこと。 

ⅱ 平成３０年４月１６日から同年５月１４日までの間、「ＴＳＵＴＡＹＡ 

プレミアム」との文字及び音声、「旧作ＤＶＤ 借り放題」との文字及び「旧

作借り放題」との音声、並びに「動画配信 見放題」との文字及び音声を配

信することにより、あたかも、ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、

ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、条件なく見放題となるか

のように示す表示をしていたこと。 

(ｲ) 実際には 

ａ 前記(ｱ)ａについて、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶ

において配信する動画の１２パーセントないし２６パーセント程度であって、

特に、「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、Ｔ

ＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動

画の割合が１パーセントないし９パーセント程度であったこと、「動画見放題」
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との記載の背景に掲載した動画の過半は動画見放題プランの対象動画ではなく、

「人気ランキング」として掲載した全ての動画も動画見放題プランの対象動画

ではなく、「近日リリース」として掲載した動画を配信する際も大部分が動画見

放題プランの対象動画ではなかったこと、及び、提供される動画ポイントによっ

て追加で視聴できるのは例えば「新作」と称するリリースカテゴリの動画であれ

ば２本程度であり、動画見放題プランを契約すれば、「動画見放題」との記載の

背景に掲載された動画や、「人気ランキング」及び「近日リリース」として掲載

される人気の動画や「新作」と称するリリースカテゴリの動画など、ＴＳＵＴＡ

ＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が見放題となるものではなかったこと。 

ｂ 前記(ｱ)ｂについて、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶ

において配信する動画の１２パーセントないし２６パーセント程度であって、

特に、「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、Ｔ

ＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動

画の割合が１パーセントないし９パーセント程度であったこと、及び、提供され

る動画ポイントによって追加で視聴できるのは例えば「新作」と称するリリース

カテゴリの動画であれば２本程度であり、動画見放題＆定額レンタル８を契約

すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する全て又はほぼ全ての動画が、条

件なく見放題となるものではなかったこと。 

ｃ 前記(ｱ)ｃについて、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶ

において配信する動画の１２パーセントないし２７パーセント程度であって、

特に、「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、Ｔ

ＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動

画の割合が１パーセントないし９パーセント程度であったこと、「洋画」及び「邦

画」と称するジャンル（以下これらを併せて「映画」という。）の動画並びに「海

外ＴＶドラマ」及び「アジアＴＶドラマ」と称するジャンル（以下これらを併せ

て「ドラマ」という。）の動画についても、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信

する動画に占める動画見放題プランの対象動画の割合は１２パーセントないし

２５パーセント程度であったこと、及び、提供される動画ポイントによって追加

で視聴できるのは例えば「新作」と称するリリースカテゴリの動画であれば２本

程度であり、ＴＳＵＴＡＹＡ 光を契約すれば、映画やドラマの動画など、ＴＳ

ＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が見放題となるものではなかったこと。 

ｄ(a) 前記(ｱ)ｄ(a)について、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ 

ＴＶにおいて配信する動画の２３パーセントないし２６パーセント程度であ

って、特に、「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画につい

ては、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プラ

ンの対象動画の割合が３パーセントないし９パーセント程度であり、ＴＳＵ
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ＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信す

る動画が、条件なく見放題となるものではなかったこと。 

(b)ⅰ 前記(ｱ)ｄ(b)ⅰについて、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹ

Ａ ＴＶにおいて配信する動画の２３パーセントないし２７パーセント程

度であって、特に、「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動

画については、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画

見放題プランの対象動画の割合が３パーセントないし９パーセント程度で

あり、ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶに

おいて配信する動画が、条件なく見放題となるものではなかったこと。 

ⅱ 前記(ｱ)ｄ(b)ⅱについて、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹ

Ａ ＴＶにおいて配信する動画の２５パーセントないし２６パーセント程

度であって、特に、「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動

画については、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画

見放題プランの対象動画の割合が５パーセントないし９パーセント程度で

あり、ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶに

おいて配信する動画が、条件なく見放題となるものではなかったこと。 

(c)ⅰ 前記(ｱ)ｄ(c)ⅰについて、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹ

Ａ ＴＶにおいて配信する動画の２３パーセントないし２７パーセント程

度であって、特に、「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動

画については、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画

見放題プランの対象動画の割合が３パーセントないし９パーセント程度で

あり、ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶに

おいて配信する動画が、条件なく見放題となるものではなかったこと。 

ⅱ 前記(ｱ)ｄ(c)ⅱについて、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹ

Ａ ＴＶにおいて配信する動画の２７パーセント程度であって、特に、「新

作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵＴ

ＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動画

の割合が８パーセント程度であり、ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムを契約す

れば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、条件なく見放題とな

るものではなかったこと。 

イ 前記ア(ｱ)の表示は、それぞれ、前記ア(ｲ)のとおりであって、本件４役務の内容に

ついて、それぞれ、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すも

のであり、景品表示法に違反するものであること。 

 (2) 貴社は、今後、本件４役務又はこれらと同種の役務の取引に関し、前記(1)アの表示

と同様の表示が行われることを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員

及び従業員に周知徹底しなければならない。 
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(3) 貴社は、今後、本件４役務又はこれらと同種の役務の取引に関し、前記(1)アの表示

と同様の表示を行うことにより、当該役務の内容について、一般消費者に対し、実際の

ものよりも著しく優良であると示す表示をしてはならない。 

(4) 貴社は、前記(1)に基づいて行った周知徹底並びに前記(2)に基づいてとった措置に

ついて、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

 

２ 事実 

(1) 株式会社ＴＳＵＴＡＹＡ（以下「ＴＳＵＴＡＹＡ」という。）は、東京都渋谷区南平

台町１６番１７号に本店を置き、加盟店に対し、指定する商標等を使用することを許諾

しかつ義務付けるとともに、加盟店による映像、音楽、文字媒体のレンタル事業等を営

む店舗の経営について、統一的な方法で指導や援助を行い、これらの対価として加盟店

から金銭を収受する事業や自ら映像、音楽、文字媒体のレンタル事業等を営む店舗を運

営する事業、インターネット宅配レンタル事業や動画配信サービス事業、インターネッ

ト接続サービス事業等を営む事業者である。 

(2) ＴＳＵＴＡＹＡは、平成２８年４月１日、ＴＳＵＴＡＹＡを存続会社として株式会社

Ｔ－ＭＥＤＩＡホールディングスと合併し、同社の事業の全てを承継している。 

(3) ＴＳＵＴＡＹＡは、本件４役務について、動画見放題、動画見放題＆定額レンタル８

及びＴＳＵＴＡＹＡ 光については自ら一般消費者に提供しており、ＴＳＵＴＡＹＡ

 プレミアムについては自ら運営する店舗及び加盟店が経営する店舗を通じて一般消

費者に提供している。 

(4) ＴＳＵＴＡＹＡは、本件４役務に係る本件ウェブサイト、テレビコマーシャル及び本

件公式チャンネルの表示内容を自ら決定している。 

(5) ＴＳＵＴＡＹＡがＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画には、店舗等におい

てＤＶＤ等としてレンタルしている動画と、店舗等においてＤＶＤ等としてレンタル

していない動画があり、店舗等においてＤＶＤ等としてレンタルしている動画につい

ては、当該ＤＶＤ等のレンタル開始日から起算して、９０日以内のものを「新作」、９

１日から３９０日までのものを「準新作」、３９１日から７２０日までのものを「まだ

まだ話題作」及び７２１日以上のものを「旧作」の４つのリリースカテゴリに分類して

いる。また、ＴＳＵＴＡＹＡは、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画について、

大きく、「洋画」、「邦画」、「海外ＴＶドラマ」、「アジアＴＶドラマ」、「アニメ」、「バラ

エティ・その他」及び「アダルト」の７つのジャンルに分類している。 

(6) ＴＳＵＴＡＹＡは、本件ウェブサイトにおいて、「人気ランキング」として、ＴＳＵ

ＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画のレンタル件数及び購入件数の集計結果に基づ

き、件数の多い順にランキングした１位から１０位までの１０本の動画の画像を掲載

しており、「近日リリース」として、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて近日中に配信予定

の動画のうち、劇場興行収入や類する過去作品のレンタル件数の多いものなど１０本
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の動画の画像を掲載している。 

(7)ア ＴＳＵＴＡＹＡは、本件４役務を一般消費者に提供するに当たり、それぞれ 

(ｱ) 動画見放題プランについて、本件ウェブサイトにおいて、遅くとも平成２８年４

月１日から平成３０年１月１０日までの間、「動画見放題 月額９３３円（税抜）

 ３０日間無料お試し」と記載し、その背景に３０本の動画の画像を掲載し、「人

気ランキング」及び「近日リリース」として、それぞれ１０本の動画の画像を掲載

することにより、あたかも、動画見放題プランを契約すれば、「動画見放題」との

記載の背景に掲載された動画や、「人気ランキング」及び「近日リリース」として

掲載される人気の動画や「新作」と称するリリースカテゴリの動画など、ＴＳＵＴ

ＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が見放題となるかのように示す表示をしてい

た。 

(ｲ) 動画見放題＆定額レンタル８について、本件ウェブサイトにおいて、遅くとも平

成２８年４月１日から平成３０年１月１４日までの間、「人気の動画が見放題！ 

ＣＤやＤＶＤが借り放題！」と記載し、「サービスプランについて ＴＳＵＴＡＹ

Ａの全作品をご自宅で自由に楽しめる、３つのプランをご用意しました。」、「動

画見放題 見放題！ オンライン動画配信 月額９３３円（税抜）」、「定額レン

タル８ 借り放題！ ＣＤ／ＤＶＤの宅配レンタル 月額１，８６５円（税抜） 

※９枚目以降は旧作のみ対象となります。」及び「動画見放題＆定額レンタル８ 

見放題＆借り放題！ ２つでお得！ 月額２，４１７円（税抜）」と記載するとと

もに、「オンライン動画配信サービス 月額９３３円。ＴＳＵＴＡＹＡのほぼ全て

の動画をオンラインで見ることができるサービスです。」、「取扱いタイトル数 業

界最大級８５，０００本以上」、「ＴＳＵＴＡＹＡのほぼ全作品を自宅で楽しめ

る！」、「洋画 ４，０００本以上」、「アジア １２，０００本以上」、「国内ＴＶ 

８，０００本以上」、「海外ＴＶ １２，０００本以上」、「邦画 ３，５００本以上」、

「アニメ ４０，０００本以上」及び「その他 ２２，０００本以上」と記載する

ことにより、あたかも、動画見放題＆定額レンタル８を契約すれば、ＴＳＵＴＡＹ

Ａ ＴＶにおいて配信する全て又はほぼ全ての動画が、条件なく見放題となるか

のように示す表示をしていた。 

(ｳ) ＴＳＵＴＡＹＡ 光について、本件ウェブサイトにおいて、遅くとも平成２８年

４月１日から平成３０年５月１５日までの間、「毎月タダで映画が観られる光。Ｔ

ＳＵＴＡＹＡ 光」と記載し、「毎月無料で映画やドラマが見放題！」、「特長１

 映画が毎月無料！」、「動画配信プランが毎月見放題」及び「海外ＴＶドラマ 

国内ＴＶドラマ 邦画 洋画 など、毎月無料で楽しめる！」と記載することに

より、あたかも、ＴＳＵＡＴＡＹＡ 光を契約すれば、映画やドラマの動画など、

ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が見放題となるかのように示す表示

をしていた。 



8 
 

(ｴ) ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムについて 

ａ 本件ウェブサイトにおいて、平成２９年１０月２日から平成３０年１月１１

日までの間、「お店で旧作ＤＶＤ借り放題！＋ネットで動画配信見放題！ 月額

１，０００円（税抜）～」と記載することにより、あたかも、ＴＳＵＴＡＹＡ 

プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、条件

なく見放題となるかのように示す表示をしていた。 

ｂ 地上波放送のテレビコマーシャルにおいて 

(a) 平成２９年１０月４日から平成３０年３月２８日までの間、「ＴＳＵＴＡＹ

Ａ プレミアム」、「旧作ＤＶＤ借りたい放題」、「動画配信も」及び「見た

い放題」との文字及び音声を放送することにより、あたかも、ＴＳＵＴＡＹＡ

 プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、

条件なく見放題となるかのように示す表示をしていた。 

(b) 平成２９年１２月８日から同月２４日までの間、「ＴＳＵＴＡＹＡ プレミ

アム」との文字及び「新しい映画生活 ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムだぞう」

との音声、「お店で旧作ＤＶＤ借り放題」との文字及び「なんと旧作が借り放

題」との音声並びに「ＴＳＵＴＡＹＡの動画配信見放題」との文字及び「ＴＳ

ＵＴＡＹＡの動画配信が見放題」との音声を放送することにより、あたかも、

ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて

配信する動画が、条件なく見放題となるかのように示す表示をしていた。 

ｃ 本件公式チャンネルにおいて 

(a) 平成２９年１０月２日から平成３０年４月１５日までの間、「ＴＳＵＴＡＹ

Ａ プレミアム」、「旧作ＤＶＤ借りたい放題」、「動画配信も」及び「見た

い放題」との文字及び音声を配信することにより、あたかも、ＴＳＵＴＡＹＡ

 プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、

条件なく見放題となるかのように示す表示をしていた。 

(b) 平成３０年４月１６日から同年５月１４日までの間、「ＴＳＵＴＡＹＡ プ

レミアム」との文字及び音声、「旧作ＤＶＤ 借り放題」との文字及び「旧作

借り放題」との音声並びに「動画配信 見放題」との文字及び音声を配信する

ことにより、あたかも、ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴ

ＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、条件なく見放題となるかのように示

す表示をしていた。 

イ 実際には 

(ｱ) 前記ア(ｱ)について、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶに

おいて配信する動画の１２パーセントないし２６パーセント程度であって、特に、

「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵＴＡ

ＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動画の割合が
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１パーセントないし９パーセント程度であった。また、「動画見放題」との記載の

背景に掲載した動画の過半は動画見放題プランの対象動画ではなく、「人気ランキ

ング」として掲載した全ての動画も動画見放題プランの対象動画ではなく、「近日

リリース」として掲載した動画を配信する際も大部分が動画見放題プランの対象

動画ではなかった。さらに、提供される動画ポイントによって追加で視聴できるの

は例えば「新作」と称するリリースカテゴリの動画であれば２本程度であり、動画

見放題プランを契約すれば、「動画見放題」との記載の背景に掲載された動画や、

「人気ランキング」及び「近日リリース」として掲載される人気の動画や「新作」

と称するリリースカテゴリの動画など、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する

動画が見放題となるものではなかった。 

(ｲ) 前記ア(ｲ)について、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶに

おいて配信する動画の１２パーセントないし２６パーセント程度であって、特に、

「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵＴＡ

ＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動画の割合が

１パーセントないし９パーセント程度であった。また、提供される動画ポイントに

よって追加で視聴できるのは例えば「新作」と称するリリースカテゴリの動画であ

れば２本程度であり、動画見放題＆定額レンタル８を契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ

 ＴＶにおいて配信する全て又はほぼ全ての動画が、条件なく見放題となるもの

ではなかった。 

(ｳ) 前記ア(ｳ)について、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶに

おいて配信する動画の１２パーセントないし２７パーセント程度であって、特に、

「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵＴＡ

ＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動画の割合が

１パーセントないし９パーセント程度であった。また、映画の動画及びドラマの動

画についても、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題

プランの対象動画の割合は１２パーセントないし２５パーセント程度であった。

さらに、提供される動画ポイントによって追加で視聴できるのは例えば「新作」と

称するリリースカテゴリの動画であれば２本程度であり、ＴＳＵＴＡＹＡ 光を

契約すれば、映画やドラマの動画など、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動

画が見放題となるものではなかった。 

(ｴ)ａ 前記ア(ｴ)ａについて、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ Ｔ

Ｖにおいて配信する動画の２３パーセントないし２６パーセント程度であって、

特に、「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、Ｔ

ＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動

画の割合が３パーセントないし９パーセント程度であり、ＴＳＵＴＡＹＡ プ

レミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、条件な
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く見放題となるものではなかった。 

ｂ(a) 前記ア(ｴ)ｂ(a)について、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ

 ＴＶにおいて配信する動画の２３パーセントないし２７パーセント程度で

あって、特に、「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画につ

いては、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プ

ランの対象動画の割合が３パーセントないし９パーセント程度であり、ＴＳ

ＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信

する動画が、条件なく見放題となるものではなかった。 

(b) 前記ア(ｴ)ｂ(b)について、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ

 ＴＶにおいて配信する動画の２５パーセントないし２６パーセント程度で

あって、特に、「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画につ

いては、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プ

ランの対象動画の割合が５パーセントないし９パーセント程度であり、ＴＳ

ＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信

する動画が、条件なく見放題となるものではなかった。 

ｃ(a) 前記ア(ｴ)ｃ(a)について、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ

 ＴＶにおいて配信する動画の２３パーセントないし２７パーセント程度で

あって、特に、「新作」及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画につ

いては、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プ

ランの対象動画の割合が３パーセントないし９パーセント程度であり、ＴＳ

ＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信

する動画が、条件なく見放題となるものではなかった。 

(b) 前記ア(ｴ)ｃ(b)について、動画見放題プランの対象動画は、ＴＳＵＴＡＹＡ

 ＴＶにおいて配信する動画の２７パーセント程度であって、特に、「新作」

及び「準新作」と称するリリースカテゴリの動画については、ＴＳＵＴＡＹＡ

 ＴＶにおいて配信する動画に占める動画見放題プランの対象動画の割合が

８パーセント程度であり、ＴＳＵＴＡＹＡ プレミアムを契約すれば、ＴＳＵ

ＴＡＹＡ ＴＶにおいて配信する動画が、条件なく見放題となるものではな

かった。 

ウ なお、ＴＳＵＴＡＹＡは 

(ｱ) 前記ア(ｱ)の表示を記載したウェブページと同一のウェブページの下部に記載

した「よくある質問」に、「▼動画見放題は新作も観られますか？」と記載し、当

該記載をクリックすると、「実質０円で話題の最新作を観れるのはＴＳＵＴＡＹＡ

 ＴＶだけです。 ※実質０円とは月額９３３円に毎月１０８０円分のポイント

がついて５４０円の『新作』でも２本ご覧いただけます。」との記載が表示され、

「▼ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶの動画配信とは？」と記載し、当該記載をクリックする
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と、「ＴＳＵＴＡＹＡ ＴＶの動画配信は、インターネットに接続したテレビ、パ

ソコン、タブレット、スマートフォンから、好きな映画やアニメなど広いジャンル

の映像をどこででもお楽しみいただける動画配信サービスです。 オススメの『動

画見放題』プランなら、月額わずか９３３円（税抜）で、動画見放題（＊） さら

に、毎月１０８０円分の動画ポイントつき！ まずは、いますぐ３０日間の無料お

試しをお楽しみください。 （＊） 動画見放題プランは『動画見放題』対象の作

品から、どれだけ観ても毎月定額でお楽しみいただけます。 毎月、動画見放題プ

ランの更新日に１０８０円分のポイントがつき、『新作』も含めお好きな作品をご

覧いただけます。」との記載が表示されるようにしていたが、これらの記載は「見

放題」との記載とは離れた箇所に小さな文字で記載されているものであり、回答に

係る記載は質問に係る記載をそれぞれクリックしなければ表示されないものであ

ることから、一般消費者が前記ア(ｱ)の表示から受ける当該役務の内容に関する認

識を打ち消すものではない。 

(ｲ) 前記ア(ｲ)の表示を記載したウェブページと同一のウェブページに、「※新作な

ども毎月付与される配信ポイント（１０８０ｐｔ）を利用して見ることが可能で

す。」と記載していたが、当該記載内容から動画見放題プランの対象動画に「新作」

と称するリリースカテゴリの動画などが含まれないと認識するのは困難であるこ

とから、一般消費者が前記ア(ｲ)の表示から受ける当該役務の内容に関する認識を

打ち消すものではない。 

(ｳ) 前記ア(ｳ)の表示を記載したウェブページと同一のウェブページに 

ａ 遅くとも平成２８年４月１日から平成３０年１月２５日までの間、「特長１ 

動画の見放題が毎月無料でついてくる！」、「海ドラや過去の名作など、毎月見放

題で観られる月額動画プラン」、「海外ＴＶドラマ 国内ＴＶドラマ アジアＴ

Ｖドラマ 洋画 邦画」及び「対象作品を見る」と記載し「対象作品を見る」と

の記載にハイパーリンクを設定し、「期間限定キャンペーン ハリウッド最新作

などが観られる 毎月１，０８０円相当の配信ポイントプレゼント」及び「話題

の作品を見る」と記載し「話題の作品を見る」との記載にハイパーリンクを設定

していたが、これらの記載は「毎月無料で映画やドラマが見放題！」との記載と

は離れた箇所に記載されているものであること、また、「対象作品を見る」及び

「話題の作品を見る」とのハイパーリンクをクリックして表示されるのは多数

の動画の画像等が掲載されたウェブページであることから、一般消費者が前記

ア(ｳ)の表示から受ける当該役務の内容に関する認識を打ち消すものではない。 

ｂ 平成３０年１月２６日から同年５月１５日までの間、「特長１ 動画の見放題

が毎月無料でついてくる！」、「新作・準新作などを除く動画見放題対象作品約８，

０００タイトルの中から海ドラや過去の名作など、毎月見放題で観られる月額

動画プラン」、「海外ＴＶドラマ 国内ＴＶドラマ アジアＴＶドラマ 洋画 
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邦画」及び「対象作品を見る」と記載し「対象作品を見る」との記載にハイパー

リンクを設定し、「ハリウッド最新作などが観られる 毎月１，０８０円相当の

配信ポイントついてくる」及び「話題の作品を見る」と記載し「話題の作品を見

る」との記載にハイパーリンクを設定しているが、これらの記載は「毎月無料で

映画やドラマが見放題！」との記載とは離れた箇所に記載されているものであ

ること、また、「対象作品を見る」及び「話題の作品を見る」とのハイパーリン

クをクリックして表示されるのは多数の動画の画像等が掲載されたウェブペー

ジであることから、一般消費者が前記ア(ｳ)の表示から受ける当該役務の内容に

関する認識を打ち消すものではない。 

(ｴ)a 前記ア(ｴ)aの表示を記載したウェブページと同一のウェブページに、「『貸出

中』がない」及び「ネット配信だから『貸出中だった・・・』がありません。対

象作品一覧はこちら」と記載し、「対象作品一覧はこちら」との記載に「動画見

放題」との文字で絞り込み検索が行われた多数の動画の画像等が掲載されたウ

ェブページへのハイパーリンクを設定していたが、当該記載は「見放題」との記

載とは離れた箇所に「見放題」との文字と比較して小さな文字で記載されている

ものであること、また、「対象作品一覧はこちら」とのハイパーリンクをクリッ

クして表示されるのは多数の動画の画像等が掲載されたウェブページであるこ

とから、一般消費者が前記ア(ｴ)aの表示から受ける当該役務の内容に関する認

識を打ち消すものではない。 

ｂ(a) 前記ア(ｴ)ｂ(a)の表示のうち、「動画配信も」及び「見たい放題」との文

字及び音声を放送した画面と同一の画面の下部において、「※ＴＳＵＴＡＹ

Ａ ＴＶの『動画見放題』作品が対象となります。」との文字を放送していた

が、当該表示は小さな文字でのみ放送しているものであり、表示時間も短い

ものであることから、一般消費者が前記ア(ｴ)b(a)の表示から受ける当該役

務の内容に関する認識を打ち消すものではない。 

(b) 前記ア(ｴ)ｂ(b)の表示のうち、「ＴＳＵＴＡＹＡの動画配信見放題」との

文字及び「ＴＳＵＴＡＹＡの動画配信が見放題」との音声を放送した画面と

同一の画面の下部において、「※ＴＳＵＴＡＹＡ動画配信サービスの『動画

見放題』作品が対象です。」との文字を放送していたが、当該表示は小さな文

字でのみ放送しているものであり、表示時間も短いものであることから、一

般消費者が前記ア(ｴ)ｂ(b)の表示から受ける当該役務の内容に関する認識

を打ち消すものではない。 

ｃ(a) 前記ア(ｴ)c(a)の表示のうち、「動画配信も」及び「見たい放題」との文字

及び音声を配信した画面と同一の画面の下部において、「※ＴＳＵＴＡＹＡ

 ＴＶの『動画見放題』作品が対象となります。」との文字を配信していたが、

当該表示は小さな文字でのみ配信しているものであり、表示時間も短いもの
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であることから、一般消費者が前記ア(ｴ)c(a)の表示から受ける当該役務の

内容に関する認識を打ち消すものではない。 

(b) 前記ア(ｴ)c(b)の表示のうち、「動画配信 見放題」との文字及び音声を配

信した画面と同一の画面において、「新作・準新作などを除く 動画見放題

対象作品 約８０００タイトルの中から」との文字を配信しているが、当該

表示は小さな文字でのみ配信しているものであり、表示時間も短いものであ

ることから、一般消費者が前記ア(ｴ)c(b)の表示から受ける当該役務の内容

に関する認識を打ち消すものではない。 

 

３ 法令の適用 

前記事実によれば、ＴＳＵＴＡＹＡは、自己の供給する本件４役務に関し、それぞれ、

本件４役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示

すことにより、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害す

るおそれがあると認められる表示をしていたものであり、これらの表示は、それぞれ、景

品表示法第５条第１号に該当するものであって、かかる行為は、それぞれ、同条の規定に

違反するものである。 

 

４ 法律に基づく教示 

(1) 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第１項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

(2) 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、
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審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。
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消 表 対 第 ６ ０ ５ 号 

平成３０年５月３０日 

 

株式会社ＴＳＵＴＡＹＡ 

代表取締役 中西 一雄 殿 

 

消費者庁長官 岡村 和美 

（公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「ＴＳＵＴＡＹＡ 光」と称する光回線インターネット接続サー

ビスのうち「さんねん割」と称する３年間を契約期間とすることにより３年間にわたり毎月

月額料金を割引するプラン（以下「本件役務」という。）の取引について、不当景品類及び

不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品表示法」という。）第５条の規定

により禁止されている同条第２号に該当する不当な表示を行っていたので、同法第７条第

１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

 

１ 命令の内容 

(1) 貴社は、貴社が一般消費者に提供する本件役務に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア(ｱ) 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、平成２７年２月１２日頃

から平成２９年１１月１１日頃までの間、「Ｔ－ＳＩＴＥ」と称する自社ウェブサ

イト（以下「本件ウェブサイト」という。）において、例えば、「今なら『さんね

ん割』でずーっとお得！」と記載し、「価格」として、「■戸建て」、「プラン ギ

ガ」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販売価格 ４，５００

円」等と記載するとともに、「『さんねん割』キャンペーン」として、「３年契約で

料金がずーっとお得！」、「割引価格 戸建てタイプ：７００円／月マンションタイ

プ：３００円／月」、「キャンペーン受付期間 ２０１５年２月１２日～２０１７年

３月３１日」と記載するなど、別表「表示内容」欄記載のとおり記載することによ

り、あたかも、それぞれ、同欄記載のキャンペーン受付期限までに本件役務の提供

を申し込んだ場合に限り、３年間にわたり、毎月、「戸建て」と称するタイプ（以

下「戸建てタイプ」という。）にあっては月額７００円、「マンション」と称するタ

イプ（以下「マンションタイプ」という。）にあっては月額３００円の割引が適用

されるかのように表示していたこと。 

別添２ 
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(ｲ) 実際には、それぞれ、別表「表示内容」欄記載のキャンペーン受付期限後に本

件役務の提供を申し込んだ場合にも、３年間にわたり、毎月、戸建てタイプにあっ

ては月額７００円、マンションタイプにあっては月額３００円の割引が適用され

るものであったこと。 

イ 前記ア(ｱ)の表示は、前記ア(ｲ)のとおりであって、それぞれ、本件役務の取引条件

について、実際のものよりも取引の相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認

される表示であり、景品表示法に違反するものであること。 

(2) 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、前記(1)アの表示と同

様の表示が行われることを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び

従業員に周知徹底しなければならない。 

(3) 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、前記(1)アの表示と同

様の表示を行うことにより、当該役務の取引条件について、実際のものよりも取引の相

手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示をしてはならない。 

(4) 貴社は、前記(1)に基づいて行った周知徹底及び前記(2)に基づいてとった措置につ

いて、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

 

２ 事実 

(1) 株式会社ＴＳＵＴＡＹＡ（以下「ＴＳＵＴＡＹＡ」という。）は、東京都渋谷区南平

台町１６番１７号に本店を置き、ＴＳＵＴＡＹＡのフランチャイズチェーンに加盟す

る事業者（以下「加盟店」という。）に対し、指定する商標等を使用することを許諾し

かつ義務付けるとともに、加盟店による映像、音楽、文字媒体のレンタル事業等を営む

店舗の経営について、統一的な方法で指導や援助を行い、これらの対価として加盟店か

ら金銭を収受する事業や自ら映像、音楽、文字媒体のレンタル事業等を営む店舗を運営

する事業、インターネット宅配レンタル事業や動画配信サービス事業、インターネット

接続サービス事業等を営む事業者である。 

(2) ＴＳＵＴＡＹＡは、平成２８年４月１日、ＴＳＵＴＡＹＡを存続会社として株式会社

Ｔ－ＭＥＤＩＡホールディングスと合併し、同社の事業の全てを承継している。 

(3) ＴＳＵＴＡＹＡは、本件役務を自ら一般消費者に提供している。 

(4) ＴＳＵＴＡＹＡは、本件役務に係る本件ウェブサイトの表示内容を自ら決定してい

る。 

 (5)ア ＴＳＵＴＡＹＡ（平成２８年３月３１日以前にあっては株式会社Ｔ－ＭＥＤＩＡ

ホールディングス）は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、平成２７年２月

１２日頃から平成２９年１１月１１日頃までの間、本件ウェブサイトにおいて、例え

ば、「今なら『さんねん割』でずーっとお得！」と記載し、「価格」として、「戸建

て」、「プラン ギガ」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販売価

格 ４，５００円」等と記載するとともに、「『さんねん割』キャンペーン」として、
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「３年契約で料金がずーっとお得！」、「割引価格 戸建てタイプ：７００円／月マン

ションタイプ：３００円／月」、「キャンペーン受付期間 ２０１５年２月１２日～２

０１７年３月３１日」と記載するなど、別表「表示内容」欄記載のとおり記載するこ

とにより、あたかも、それぞれ、同欄記載のキャンペーン受付期限までに本件役務の

提供を申し込んだ場合に限り、３年間にわたり、毎月、戸建てタイプにあっては月額

７００円、マンションタイプにあっては月額３００円の割引が適用されるかのよう

に表示していた。 

イ 実際には、それぞれ、別表「表示内容」欄記載のキャンペーン受付期限後に本件役

務の提供を申し込んだ場合にも、３年間にわたり、毎月、戸建てタイプにあっては月

額７００円、マンションタイプにあっては月額３００円の割引が適用されるもので

あった。 

 

３ 法令の適用 

前記事実によれば、ＴＳＵＴＡＹＡは、自己の供給する本件役務に関し、それぞれ、本

件役務の取引条件について、実際のものよりも取引の相手方に著しく有利であると一般

消費者に誤認されるため、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選

択を阻害するおそれがあると認められる表示をしていたものであり、これらの表示は、そ

れぞれ、景品表示法第５条第２号に該当するものであって、かかる行為は、それぞれ、同

条の規定に違反するものである。 

 

４ 法律に基づく教示 

(1) 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第１項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

(2) 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ
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の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。



 
 

別表 

表示内容 

・「今なら『さんねん割』でずーっとお得！」 

・「価格」 

・「■戸建て」、「プラン ギガ」、「定価 ￥５，２００」、「さんねん割 ￥－７０

０」、「販売価格 ￥４，５００」、「プラン ハイスピード」、「定価 ￥５，２００」、

「さんねん割 ￥－７００」、「販売価格 ￥４，５００」、「プラン ノーマル」、「定

価 ￥５，２００」、「さんねん割 ￥－７００」、「販売価格 ￥４，５００」 

・「■マンション」、「プラン ギガ ミニ」、「定価 ￥４，０５０」、「さんねん割

￥－３００」、「販売価格 ￥３，７５０」、「プラン ギガ プラン１」、「定価 ￥３，

４５０」、「さんねん割 ￥－３００」、「販売価格 ￥３，１５０」、「プラン ギガ

プラン２」、「定価 ￥３，３００」、「さんねん割 ￥－３００」、「販売価格 ￥３，

０００」、「プラン ハイスピード ミニ」、「定価 ￥４，０５０」、「さんねん割 ￥－

３００」、「販売価格 ￥３，７５０」、「プラン ハイスピード プラン１」、「定価

￥３，４５０」、「さんねん割 ￥－３００」、「販売価格 ￥３，１５０」、「プラン

ハイスピード プラン２」、「定価 ￥３，３００」、「さんねん割 ￥－３００」、「販

売価格 ￥３，０００」、「プラン ノーマル ミニ」、「定価 ￥４，０５０」、「さ

んねん割 ￥－３００」、「販売価格 ￥３，７５０」、「プラン ノーマル プラン１」、

「定価 ￥３，４５０」、「さんねん割 ￥－３００」、「販売価格 ￥３，１５０」、

「プラン ノーマル プラン２」、「定価 ￥３，３００」、「さんねん割 ￥－３００」、

「販売価格 ３，０００円」 

・「『さんねん割』キャンペーン」 

・「３年契約で料金がずーっとお得！」 

・「割引価格 戸建てタイプ：７００円／月マンションタイプ：３００円／月」 

・「キャンペーン受付期間 ２０１５年２月１２日～２０１５年４月３０日」 

・「今なら『さんねん割』でずーっとお得！」 

・「価格」 

・「■戸建て」、「プラン ギガ」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００

円」、「販売価格 ４，５００円」、「プラン ハイスピード」、「定価 ５，２００円」、

「さんねん割 －７００円」、「販売価格 ４，５００円」、「プラン ノーマル」、「定

価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販売価格 ４，５００円」 

・「■マンション」、「プラン ギガ ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割

－３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ギガ プラン１」、「定価 ３，

４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ギ

ガ プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，

０００円」、「プラン ハイスピード ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割



 
 

－３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ハイスピード プラン１」、「定

価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プ

ラン ハイスピード プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －３００円」、

「販売価格 ３，０００円」、「プラン ノーマル ミニ」、「定価 ４，０５０円」、

「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ノーマル プラ

ン１」、「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５

０円」、「プラン ノーマル プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －

３００円」、「販売価格 ３，０００円」 

・「『さんねん割』キャンペーン」 

・「３年契約で料金がずーっとお得！」 

・「割引価格 戸建てタイプ：７００円／月マンションタイプ：３００円／月」 

・「キャンペーン受付期間 ２０１５年２月１２日～２０１５年９月３０日」 

・「今なら『さんねん割』でずーっとお得！」 

・「価格」 

・「■戸建て」、「プラン ギガ」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００

円」、「販売価格 ４，５００円」、「プラン ハイスピード」、「定価 ５，２００円」、

「さんねん割 －７００円」、「販売価格 ４，５００円」、「プラン ノーマル」、「定

価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販売価格 ４，５００円」 

・「■マンション」、「プラン ギガ ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割

－３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ギガ プラン１」、「定価 ３，

４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ギ

ガ プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，

０００円」、「プラン ハイスピード ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割

－３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ハイスピード プラン１」、「定

価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プ

ラン ハイスピード プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －３００円」、

「販売価格 ３，０００円」、「プラン ノーマル ミニ」、「定価 ４，０５０円」、

「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ノーマル プラ

ン１」、「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５

０円」、「プラン ノーマル プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －

３００円」、「販売価格 ３，０００円」 

・「『さんねん割』キャンペーン」 

・「３年契約で料金がずーっとお得！」 

・「割引価格 戸建てタイプ：７００円／月マンションタイプ：３００円／月」 

・「キャンペーン受付期間 ２０１５年２月１２日～２０１６年３月３１日」 



 
 

・「今なら『さんねん割』でずーっとお得！」 

・「価格」 

・「■戸建て」、「プラン ギガ」、「定価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００

円」、「販売価格 ４，５００円」、「プラン ハイスピード」、「定価 ５，２００円」、

「さんねん割 －７００円」、「販売価格 ４，５００円」、「プラン ノーマル」、「定

価 ５，２００円」、「さんねん割 －７００円」、「販売価格 ４，５００円」 

・「■マンション」、「プラン ギガ ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割

－３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ギガ プラン１」、「定価 ３，

４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プラン ギ

ガ プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，

０００円」、「プラン ハイスピード ミニ」、「定価 ４，０５０円」、「さんねん割

－３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ハイスピード プラン１」、「定

価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５０円」、「プ

ラン ハイスピード プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －３００円」、

「販売価格 ３，０００円」、「プラン ノーマル ミニ」、「定価 ４，０５０円」、

「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，７５０円」、「プラン ノーマル プラ

ン１」、「定価 ３，４５０円」、「さんねん割 －３００円」、「販売価格 ３，１５

０円」、「プラン ノーマル プラン２」、「定価 ３，３００円」、「さんねん割 －

３００円」、「販売価格 ３，０００円」 

・「『さんねん割』キャンペーン」 

・「３年契約で料金がずーっとお得！」 

・「割引価格 戸建てタイプ：７００円／月マンションタイプ：３００円／月」 

・「キャンペーン受付期間 ２０１５年２月１２日～２０１７年３月３１日」 

 

 




